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（原題: Making Labels More Dynamic） 
 
概要概要  
 
フィールドの値に特定の条件が伴う場合、ユーザがそれをきちんと理解できて
いないと、何度も同じフィールドに再入力をしてもらう状況に陥ってしまうか
もしれません。今回は、簡単なテクニックで、効果的なインタフェースをデザ
インする方法をご紹介します。 
 
点滅するフィールドラベル点滅するフィールドラベル 
 
付録のサンプルデータベースでは、フィールドに受け付けられない値を入力し
た状態で保存を試みると。フィールドラベルは点滅して、ユーザに確認を促す
仕組みになっています。ここでポイントになるのは、既製のピクチャボタンと
アニメーションを使用する場合とは異なり、4D Chart に文字、フォント、スタ
イル情報を渡してピクチャボタンの画像を出力しているので、コードに汎用性
があるという点です。 
 
サンプルでは、フィールドのラベルの真上に、4D Chart で作成した 2コマの画
像からなるピクチャボタンを正確に重ねて、点滅効果を出しています。 

Technical Note 05-23 
フィールドラベルをダイナミックに！ 



解説解説  
 

 
 
サンプルの入力フォームは。一見すると自動生成されたフォームと同じように
見えますが、次の点が異なっています。 

 
それぞれのフィールドラベルは、実際にはピクチャボタンです。 
 
オブジェクト名 変数名 ピクチャソース 
pb_text01 pb01 ppb01 
pb_text02 pb02 ppb02 
pb_text03 pb03 ppb03 
pb_text04 pb04 ppb04 
 
  



フォームがロードされると、次のメソッドが実行されます。 
 

 
 
まず、フィールドラベルオブジェクトの位置を取得し、次にオフスクリーンエ
リアで対応する紅白のピクチャが作成されます。最後に 2 枚の画像が合成され
てピクチャボタンのソースピクチャとなります。 
 
フィールドの値を確認しているのは、確定ボタンのオブジェクトメソッドです。 
 



 

 
 
 



メソッドはそれぞれのフィールドに入力された値を解析し、問題がある場合は、
SET VISIBLE でラベルを非表示、ピクチャボタンを表示にセットします。この
時点で、ユーザには特定のフィールドラベルが点滅しているように見えます。 
 
フォームエディタのプロパティリストでは、ピクチャボタンのプロパティを適
正に設定しておきます。 
 

 
 
 
まとめまとめ  
 
4D Chart を使用することによって、インタフェースを少しだけ洗練することが
できました。シンプル、かつ汎用性のあるテクニックなので、いろいろ応用が
できると思います。 


